
MAMACOCHAリベンジクルージング瀬戸内海 

木造ヨットMAMACOHA号 
前回、沖縄に向けて出港しましたがエンジントラブルのためやむを得ず中断
しましたが、今回エンジンフルオーバーホール、シャフト、スクリューも交
換してかなり進化しました。 

つきましては試運転も兼ねてクルージングに出ようと思います 
今回は試運転ということで格安に設定していますのでこの機会にご参加くだ
さい 

料金はお安くしていますがクオリティには変わりありません 

さらに進化したMAMACOCHA号をご期待下さい 





日程 
令和３年８月２８日（土）～９月３日（金） 
全行程でなくても好きなところで乗って好きなところで降りて下さい 

集合 
８月２７日　終日　尾道市内（前日入りをお願いします） 
８月２８日　尾道海の駅　８時集合 

料金 
１日　１５０００円（税別）✖ 参加日数　　（通常２５０００円） 
フル参加は特別料金　８００００円（税別） 

旅館宿泊料金、食事代、移動費、観光費用は実費 
買い出し分は割り勘、酒類は飲む人で割り勘 

今回はヨットが小さいので基本的には宿に宿泊としますが 
希望の方はヨットで宿泊可能です 
設備はないので不便はありますが無料でお泊まりいただけます 

ヨットには最低限の保険は加入していますが必ずしも十分ではありません 
不安な方はご自身で適切な障害保険、旅行保険などにご加入ください 
ヨットのクルーズは全て自己責任になります 



行程 

１日目　尾道～大芝島 
大芝島は竹原沖に浮かぶ離島。橋で繋がってはいますが島自体リゾート風な
存在で何もない島時間を楽しむ空間になっています。この島にある貸切コ
テージで何もない静かな島時間を過ごします。 
http://y51.jp/blog/2019/09/04/news-27/ 
テレビでも紹介されているのでかなり人気で予約が取れにくいので、もし予
約が取れない場合は大三島のオシャレなコテージWAKKAにご案内します。 
https://wakka.site 
洒落た空間はまるで地中海にいるような空間を堪能できます 
２日目　大芝島もしくは大三島～倉橋島 
倉橋島は呉沖に浮かぶ島。音戸の瀬戸の大橋で繋がっている島 
牡蠣や柑橘が有名で温泉もある 
今回はくらはし海の駅に入港して桂浜温泉を堪能します 
宿泊はシーサイド桂が浜予定 
https://katsuragahamaso.com 
可能なら旅館の方が江田島に連れて行ってくれるかもしれません。 
無理ならレンタカー予定。相談してみます。 
江田島は旧海軍兵学校に行ってみます 
https://www.travel.co.jp/guide/article/26991/ 

３日目　倉橋島～上関 
上関に入る前に相当な難所があります 
周防大島北部、大橋下の大畠瀬戸。ここは来島海峡に引けを取らない潮流が
速い難所。潮止まりに合わせて通過しますが瀬戸内海の恐ろしい裏の部分を
体験できる場所。上関は海の駅に入港。民宿を探しますがまだ未定です 
港すぐそばに立派な温泉があります 
https://www.hatokonoyu.jp 
この辺りになるとふぐ料理が名物らしいですが高額なので検討中・・・ 
安く食べれるところがあればご案内します 

４日目　上関～国東マリンピアむさし（マリーナ） 
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レンタカーを借りて別府まで温泉観光 
宿泊はホテルAZ新門司空港店を予定 
https://www.az-hotel.com/oita-airport/ 
夜は居酒屋で魚料理 

５日目　　マリンピアむさし～周防大島（民宿中尾） 
民宿中尾さんは海の家の宿 
https://resthouse-nakao.com 
すぐそばに快適な温泉があります 
瀬戸内のハワイといわれ、まるでワイキキビーチに居るような気分になる島 
出川さんも電動バイクで一周して有名になった 
スーパーボランティアの小畠さんが子供を救出して有名になったのもこの島 
夜はハワイの気分と満天の星を体験できます 

６日目　周防大島～大島 
大島はしまなみ街道の最後の島。島の対岸には最大の難所である来島海峡が
あり、今回入港するのは島の北側にある宮窪漁港 
しかしここは鼻栗瀬戸、船折瀬戸があるさらに厳しい難所 
昔、村上水軍が本拠としていた能島の対岸になります 
瀬戸内海の一番怖い裏の部分をお見せします 
ここで食べる鯛ラーメンは絶品！ 
時間が合えば瀬戸内海で最大級の潮流体験を予定 
http://www.noshima.jp/choryu 
宿泊は来島海峡側の旅館またはコテージを予定 
https://r.goope.jp/mitsubachi/free/stay-mitsubachi 

７日目　大島～岩城島～尾道 
最終日は尾道に向かいます 
途中、芋ケンピ、瀬戸内レモンの発祥地ともいえる岩城島でレモン豚の定食
を堪能して尾道に向かいます 
https://www.kamijima.info/eat/lemon-heart/ 
尾道に帰ったらお決まりの尾道ラーメンで打ち上げして解散 
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その日のうちに帰れる時間に解散します 

 


